
あ
お
ぞ
ら
ヨ
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教
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ナ
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オ
ハ
ウ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
三
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）
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きらりとひかる田園都市みさと

論点
1

度
が
下
が
り
、
事
業
運
営
の
健
全

化
が
図
ら
れ
る
。

問　

総
務
省
は
、
公
営
企
業
会
計

移
行
を
推
進
し
つ
つ
、
下
水
道
使

用
料
金
の
基
準
額
を
20
㎥
あ
た
り

３
０
０
０
円
と
定
め
て
い
る
が
、

基
準
額
か
ら
離
れ
て
い
る
場
合
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
の
か
。

答　

本
市
の
使
用
料
は
基
準
額

の
半
分
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
建
設
費
・
維
持
管
理
費
の

国
費
内
示
額
な
ど
が
減
額
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

問　

近
隣
自
治
体
の
改
定
状
況

は
。

答　

三
郷
市
で
は
初
め
て
で
あ

る
が
、
近
隣
で
は
、
吉
川
市
が
１

回
、
越
谷
市
が
３
回
、
草
加
市
が

３
回
、
八
潮
市
が
３
回
、
松
伏
町

が
２
回
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
他

自
治
体
で
も
料
金
改
定
の
動
き
が

見
込
ま
れ
る
。

問　

平
均
的
な
家
庭
の
使
用
料

は
。

答　

平
均
的
な
家
庭
で
は
20
㎥

使
用
し
、
改
正
後
は
消
費
税
10
％

込
み
で
２
２
１
４
円
の
使
用
料
と

な
る
。
改
正
前
に
比
較
し
、
１
か

月
１
世
帯
あ
た
り
の
増
加
分
は
６

１
９
円
と
な
る
。

９月定例会

９/2〜24

９月定例会には、市長から「専決処分の
承認を求めることについて」など24議案
が提出され、原案どおり可決しました。

９月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように
審議されたか、その要旨をお知らせします。

公共下水道使用料金が変わります

公共下水道使用料新旧対照表（一般用） 新 旧
基本料金 973 700

超過料金
排除汚水量
1㎥あたり

　10㎥超  30㎥まで 104 75
30㎥超  50㎥まで 118 85
50㎥超  100㎥まで 132 95

　100㎥超  200㎥まで 146 105
　200㎥超  500㎥まで 167 120
　500㎥超  1,000㎥まで 195 140
1,000㎥超  　　　　　 236 170

例）�一般的な家庭では1月あたり20㎥（バスタブおよそ100杯分）
使用し、その料金は　基本料金973円＋超過料金104円（1㎥あ
たり）×10㎥分＝2,013円　10%の税込では2,214円となる。

（単位：円・税抜き）

〈
内
容
〉

　
公
共
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運

営
及
び
使
用
者
の
負
担
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
下
水
道
使
用
料

の
額
を
改
定
す
る
た
め
の
条
例
で

す
。

▽�

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

条
例
改
正
は
、
な
ぜ
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
る
の
か
。

答　

理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本

市
の
公
共
下
水
道
は
間
も
な
く
50

年
の
耐
用
年
数
を
迎
え
、
今
後
、

本
格
的
な
維
持
更
新
事
業
を
行

い
、
近
年
頻
発
す
る
大
地
震
等
に

備
え
、
管か

ん

渠き
ょ

等
の
耐
震
化
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

問　

使
用
料
改
定
に
よ
り
、
下
水

道
事
業
の
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ

る
の
か
。

答　

本
来
、
下
水
道
事
業
の
維
持

管
理
等
の
費
用
は
、
下
水
道
使
用

料
で
賄
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本

市
の
下
水
道
事
業
は
、
平
成
31
年

度
予
算
で
一
般
会
計
か
ら
約
16
億

円
も
の
繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
。

改
定
に
よ
り
一
般
会
計
へ
の
依
存

議
案
第
47
号
　
三
郷
市
公
共
下

水
道
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

下水道管の敷設工事

みさと市議会だより  第179号
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問　

ふ
れ
あ
い
館
は
、

他
の
文
化
施
設
か
ら
見

て
、
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル

と
考
え
て
よ
い
の
か
。

答　

現
行
の
施
設
と

は
、
若
干
異
な
る
と
考

え
る
。
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
に
類
似
し
て
お
り
、

地
域
の
方
々
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
、「
ま
ん
ま

る
よ
や
く
」
で
の
申
し

込
み
は
導
入
し
な
い
。

問　

地
域
の
か
た
が
気

楽
に
利
用
す
る
に
は
、

お
茶
を
入
れ
る
な
ど
調
理
室
も
必

要
か
と
思
う
が
、
会
議
室
に
設
置

す
る
予
定
か
。
ま
た
、
広
場
の
使

用
料
が
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、

施
設
利
用
者
に
限
ら
れ
る
の
か
。

答　

各
施
設
と
も
コ
ン
ロ
な
ど

を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
広
場
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
無
料

で
使
え
る
場
と
考
え
て
い
る
。

論点
2

論点

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の

審
査
内
容
を
報
告
し
、採
決
の

結
果
、議
案
第
44
号
は
全
議
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

※経費回収率　汚水処理に要した費用に対する、使用料による回収程度を示す指標。下水道の経営は、経費の負担区分を踏まえて汚水処理費全てを使用料によって賄うことが原則となっている。

地域のかたの集いの場
　三郷市ふれあい館を設置

〈
内
容
〉

　
旧
戸
ケ
崎
保
育
所
及
び
旧
下
新

田
保
育
所
の
跡
地
を
活
用
し
て
、

市
民
交
流
を
促
進
し
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め

に
三
郷
市
ふ
れ
あ
い
館
を
設
置

し
、
適
正
な
施
設
管
理
を
行
う
た

め
の
条
例
で
す
。

▽�
本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
44
号
　
三
郷
市
ふ
れ
あ

い
館
設
置
及
び
管
理
条
例

名称 位置
ふれあいの郷下新田 高州一丁目112番地

戸ヶ崎ふれあいひろば 戸ヶ崎3200番地１

問　

ど
の
よ
う
に
改
定
額
を
決

定
し
た
の
か
。

答　

下
水
道
審
議
会
を
開
催
し
、

審
議
会
か
ら
「
本
市
で
は
初
め

て
の
料
金
改
定
で
あ
り
、
県
内

市
町
の
約
85
％
、
近
隣
市
町
の

約
80
％
の
平
均
経
費
回
収
率
（※）

を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
」
と

答
申
を
受
け
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
使
用
者
へ
の
経
済
負
担
を

考
慮
し
、
使
用
料
の
引
き
上
げ

率
を
抑
え
た
経
費
回
収
率
80
％

で
算
定
し
た
改
定
額
と
し
た
。

　
委
員
会
の
討
論
で
は「
国
は

耐
震
化
工
事
の
た
め
に
予
算

を
配
分
す
べ
き
で
あ
る
。下
水

道
使
用
料
を
引
き
上
げ
て
、老

朽
化
し
た
管
渠
の
耐
震
化
の

負
担
を
強
い
る
な
ど
、利
用
者

で
あ
る
市
民
の
負
担
増
と
な

る
こ
と
か
ら
反
対
」な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議

で
は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会

の
審
査
内
容
を
報
告
し
、採
決

の
結
果
、議
案
第
47
号
は
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

■下水道のしくみ

ふれあいの郷下新田

3
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きらりとひかる田園都市みさと

　議案第55号「平成30年度三郷市一般会計歳入歳出決
算認定について」では、決算額は、歳入499億6,170万
円（前年度比1.7％増）、歳出473億7,704万円（前年度
比3.0％増）となりました。この議案は、本会議での上程
説明及び質疑を行った後、各常任委員会で審査されま
した。その要旨をお知らせします。

歳入区分 説　　　明
市 税 市民税、固定資産税など
国 庫 支 出 金 特定の事業のために国から交付
市 債 市の長期にわたる借り入れ
繰 越 金 前年度一般会計からの繰り越し
県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付
繰 入 金 基金や特別会計からの繰り入れ
地方消費税交付金 県の地方消費税収入の中から交付
地 方 交 付 税 財政状況に応じて国から交付

市税
222億1,150万円
44.5％

国庫支出金
82億1,859万円
16.4％市債

39億231万円
7.8％

繰越金
31億3,636万円
6.3％

県支出金
26億2,330万円
5.3％

繰入金
24億9,187万円
5.0％

地方消費税交付金
24億1,291万円
4.8％

諸収入
20億6,067万円　4.1％

地方交付税
9億8,528万円　2.0％

その他
19億1,891万円　3.8％

歳　入

平成30年度決算を認定
税金の使い方を確認しました

499億
6,170万円

所
で
周
知
を
し
て
い
る
た
め
人
数

は
増
加
し
て
い
る
。
依
頼
・
提
供

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
断
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
今
後
も
、
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

観
光
振
興
事
業
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
と
し
て
、「
枝
豆
収

穫
体
験
」
が
人
気
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
観
光
農
園
と
連
携
し

た
返
礼
品
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

文
化
財
調
査
・
保
護
事
業
で
は
、

市
内
７
か
所
に
は
、
地
下
に
遺
跡

が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
包
蔵
地
が

あ
り
、
そ
の
土
地
に
家
や
マ
ン

シ
ョ
ン
等
を
建
設
す
る
場
合
、
試

掘
調
査
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
度
は

２
回
調
査
を
行
っ
た
が
何
も
出
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
地
域
経
済
活

性
化
対
策
と
し
て
も
、
費
用
対
効

果
が
明
ら
か
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を
充
実
さ
せ
、
市
内
業

者
の
支
援
に
予
算
配
分
を
行
う
べ

き
で
あ
り
反
対
す
る
」
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
三
郷
市

の
動
画
は
、
職
員
研
修
の
際
に
活

用
す
る
な
ど
し
て
、
入
団
促
進
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

通
話
録
音
機
器
の
貸
し
出
し

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
始
め
た
事

業
で
あ
り
平
成
30
年
度
ま
で
の
４

年
間
で
合
計
98
台
を
購
入
し
、
貸

し
出
し
を
行
っ
た
。
今
年
度
新
た

に
約
１
０
０
台
購
入
し
、
あ
と
30

台
程
度
貸
し
出
し
が
で
き
る
状
況

で
あ
る
。

　

障
が
い
福
祉
事
業
で
行
っ
て
い

る
移
動
支
援
は
障
が
い
者
の
社
会

参
加
の
促
進
を
目
的
に
し
て
お

り
、
映
画
や
演
劇
の
鑑
賞
な
ど

に
も
利
用
で
き
る
。
し
か
し
、
病

院
や
学
校
へ
の
移
動
な
ど
定
期
的

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
居
宅
介
護

の
通
院
等
介
助
の
制
度
が
あ
る
た

め
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
依
頼
会
員
、
提
供
会
員

の
募
集
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
場

　

固
定
資
産
（
土
地
）
の
調
査
及

び
評
価
事
業
で
は
、
毎
年
、
航
空

写
真
を
撮
影
し
、
土
地
の
利
用
状

況
や
家
屋
の
新
築
・
滅
失
な
ど
の

異
動
を
判
読
す
る
作
業
を
委
託
し

て
い
る
。
撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ

は
課
税
資
料
と
し
て
活
用
す
る
ほ

か
、
庁
内
の
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
に
提
供
し
て
お
り
、

関
係
課
に
お
い
て
業
務
に
活
用
し

て
い
る
。　
　

　

消
防
団
員
は
今
年
４
月
１
日
現

在
、
３
６
０
人
の
定
数
に
対
し
て

３
１
６
名
で
あ
り
、
充
足
率
は

87
・
８
％
で
あ
る
。
ま
た
、
消
防

庁
主
催
の
消
防
団
Ｐ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー

�

《
総
務
常
任
委
員
会
》

航
空
写
真
を
利
用
し
て

固
定
資
産
を
調
査

�

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

振
り
込
め
詐
欺
対
策
の

通
話
録
音
機
器
を
貸
し
出
し

�

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

地
場
産
品
に
つ
い
て
今
後
の
展
望

ふるさと納税返礼品で人気の枝豆収穫体験

総合防災訓練（栄中学校）
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て
い
る
。

　

都
市
公
園
等
維
持
管
理
事
業
で

は
、
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
の

計
画
期
間
で
あ
る
平
成
29
年
度
か

ら
の
10
年
間
で
、
計
画
的
に
毎
年

３
～
４
公
園
程
度
を
目
標
に
遊
具

更
新
を
図
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
小
学
校
な
ど

義
務
教
育
施
設
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
手

す
り
な
ど
老
朽
箇
所
の
調
査
・
整

備
、水
路
改
修
事
業
の
事
業
推
進
、

市
営
住
宅
の
維
持
な
ど
、
市
民
要

望
に
対
し
て
さ
ら
な
る
改
善
を
求

め
反
対
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
事

業
及
び
道
水
路
上
の
不
法
投
棄
物

撤
去
事
業
で
は
、
傾
向
か
ら
重
点

地
区
を
定
め
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

た
結
果
、
前
年
度
と
比
べ
、
約
３

ト
ン
の
不
法
投
棄
物
処
分
量
の
減

少
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
費
用
等

助
成
事
業
で
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
耐
震
診
断
は
平
成
28
年
度
か

ら
は
じ
め
、
現
在
８
棟
診
断
を
し

平成30年度

平成30年度　一般会計・特別会計　決算審査概要

歳出区分 説　　　明
民生費 老人福祉費、保育所費、生活保護など
総務費 防災や防犯、住民票の交付、選挙費など
土木費 道路や河川、公園整備など
公債費 市債の返済
教育費 学校教育費、体育施設の管理・運営費など
衛生費 ゴミの収集や予防接種など
消防費 消火・救急活動など
その他 議会費、商工費、農林水産業費など

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

公共下水道事業

上水道事業

歳入 157億 820万円
歳出 156億1,730万円

歳入 89億1,916万円
歳出 85億 529万円

歳入 14億 564万円
歳出 13億5,336万円

歳入 49億6,775万円
歳出 47億4,262万円

※  歳入 32億7,020万円
歳出 38億1,675万円

　審査では、保険給付費等交付金の保険者努力支
援分については、がん検診の受診率、糖尿病重症化
予防、後発医薬品促進の取り組み、医療費通知、レ
セプト点検の充実強化が評価される。また、一般会
計の繰入金は、一人当たり1万5,125円で県内63市
町村中11位になるとのことでした。

　審査では、ケアプランの居宅サービス計画の市
への届け出は、厚労省の定める回数以上のサービ
スを位置づけたものについて、市町村に届けるこ
とになっているが、当市の場合、昨年度は３件の届
出があったとのことでした。

　審査では、75歳以上の一人あたりの医療費は、86
万9,949円で昨年度と比べると1.8％の減少であっ
たとのことでした。

　審査では、住民の負担を軽減させるための補助
として、接続において、宅内の下水道の排管工事を
行う際に、費用の一部を補助する、いわゆる「水洗
化ローン」という制度があるとのことでした。
　討論として、「さらなる国からの補助を求めると
ともに、企業会計移行により使用料として市民へ
の負担増が懸念されることから反対する」などが
ありました。

　審査では、応急給水の場所は、水道部と埼玉県新
三郷浄水場のほか、東京都の水道局と協定を結び、
三郷浄水場の敷地の一部、国道298号の花和田交差
点の近くにあるとのことでした。
　討論として、「会計方式を変えておらず、依然と
して市民ニーズに応えきれていないことから反対
する」などがありました。
※決算額は収益的収支と資本的収支の合計額です。

歳　出
473億

7,704万円

民生費
206億9,394万円
43.7％

総務費
76億195万円
16.0％

土木費
61億5,296万円　13.0％

公債費
46億258万円　9.7％

教育費
34億4,381万円
7.3％

衛生費
24億3,765万円
5.1％

消防費
14億9,355万円
3.2％

その他
9億5,060万円　2.0％

�

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

不
法
投
棄
物
の
処
分
量
が

減
少

新しくなった早稲田公園の遊具
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」は
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

て
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
抽
選
で
賞

品
が
得
ら
れ
る
、
健
康
増
進
の
た
め
の

事
業
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
市
民
が
参

加
し
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
の
強
化
が

必
要
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
商
店
や
飲

食
店
な
ど
か
ら
、
割
り
引
き
や
景
品
の

提
供
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
参
加

者
に
特
典
を
付
与
す
れ
ば
、
市
民
の
意

欲
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に

協
賛
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集

す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
の
普
及
に
向
け
て
は
、
昨
年
度
実
施

し
た
「
お
笑
い
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

８
」
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
集
ま
る
イ

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり14人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員
柳瀬　勝彦　　鳴海　和美　　佐藤　睦郎　　佐々木　修
佐藤　裕之　　渡邉　雅人　　野村　浩之　　鈴木深太郎
深川　智加　　佐藤　智仁　　工藤智加子　　稲葉　春男
柴田　吾一　　加藤　英泉

議
員

市
民
生
活
部
長

ベ
ン
ト
の
際
に
、
歩
数
計
を
直
接
お
渡

し
す
る
申
込
会
や
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト

の
付
与
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
協
賛
事
業
者
の
募
集
は
、
市
民
の

登
録
者
数
を
増
や
す
う
え
で
大
変
有
効

で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
の
で
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
送
信
端

末
を
設
置
し
て
い
る
市
内
の
商
業
施
設

な
ど
と
連
携
し
、
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

選
挙
管
理
問
題
な
ど
。

議
員　

医
療
的
ケ
ア
児
を
訪
問
し
て
い

る
看
護
師
や
当
事
者
の
母
親
と
懇
談
を

し
て
き
た
が
、
医
療
的
ケ
ア
児
を
含
め
、

障
が
い
児
を
受
け
入
れ
る
保
育
園
が
全

く
な
い
、
ま
た
は
不
足
し
て
い
る
。
同

世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も
な

く
、
発
達
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
環
境

で
成
長
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
が
あ

る
。「
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
を
現
行

の
２
か
所
だ
け
で
な
く
も
っ
と
増
や
し

て
ほ
し
い
」、「
時
間
も
通
常
の
子
ど
も

た
ち
と
同
じ
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
要

望
が
あ
る
。
ま
た
「
こ
の
先
、
小
学
校

も
同
じ
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か
。
対

応
し
て
も
ら
え
る
市
に
引
っ
越
し
を
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
悩
ん
で
い

る
」
と
の
声
も
あ
る
が
対
応
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　

す
で
に
実
施
し
て

い
る
市
川
市
と
坂
戸
市
で
は
、
入
園
を

希
望
す
る
医
療
的
ケ
ア
児
は
集
団
保
育

が
可
能
で
あ
り
、
中
程
度
の
障
が
い
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
医
療
的
ケ
ア
児
を
預

か
る
た
め
の
専
任
の
職
員
が
確
保
で
き

た
た
め
受
け
入
れ
を
行
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
の
急
変
等
の

対
応
を
含
め
、
保
育
所
・
保
護
者
・
主

治
医
が
十
分
に
連
携
協
力
す
る
こ
と

や
、
担
当
看
護
師
が
い
な
い
日
は
保
育

所
で
は
預
か
ら
な
い
な
ど
、
保
育
体
制

の
確
立
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

難
病
支
援
に
つ
い
て

な
ど
。

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
未
来
部
長

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の拡充

を

♦議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページまたは、市役所
内の市政情報コーナー、図書館などで「会議
録」を閲覧することができます。なお９月定
例会の会議録は11月下旬に更新する予定で
す。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を
目安に、ホームページにてＰＤＦ形式で
公開していますので、ご覧ください。

URL　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html
三郷市議会　会議録 検索

医
療
的
ケ
ア
児
と

そ
の
ご
家
族
の
声
を
聞
い
て

建設が進む江戸川新橋

ウォーキングで健康づくり
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福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
障
が
い
福
祉

課
、
ふ
く
し
総
合
相
談
室
、
健
康
推
進

課
等
に
お
い
て
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
等
の
専
門
職
員

が
対
応
し
、
複
数
の
部
署
で
相
談
が
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
、
草
加
保
健
所
「
ひ
き
こ
も

り
専
門
相
談
」
に
連
絡
す
る
等
、
連
携

を
図
っ
て
い
る
。「
ひ
き
こ
も
り
相
談

窓
口
」
の
設
置
や
、「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
支
援
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
先
進

事
例
を
研
究
し
、
関
係
部
署
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

道
路
問
題
な
ど
。

議
員　

介
護
が
始
ま
る
主
な
原
因
は
、

認
知
症
・
脳
血
管
疾
患
・
転
倒
に
よ
る

骨
折
が
上
位
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
介

護
の
ほ
と
ん
ど
は
、
あ
る
時
突
然
訪
れ

て
し
ま
う
。
介
護
保
険
制
度
の
概
要
と

手
順
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

連
絡
や
相
談
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
市
役
所
の
長
寿
い
き
が
い
課
、
ふ
く

し
総
合
支
援
課
ま
た
は
、
市
内
６
地
区

ご
と
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
に
な
る
。
申
請
に
つ
い
て
は
、
本
人

以
外
、
家
族
で
も
申
請
で
き
、
時
期
と

一般質問

議
員　

痛
ま
し
い
多
重
衝
突
事
故
や
悪

質
な
あ
お
り
運
転
が
多
発
し
て
お
り
、

公
用
車
が
こ
の
よ
う
な
事
故
に
遭
遇
し
、

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、

事
故
後
は
責
任
の
明
確
化
を
図
り
、
職

員
の
安
全
意
識
と
マ
ナ
ー
を
向
上
す
る

ほ
か
、警
察
や
消
防
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
映
像
提
供
を
要
求
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
は
、
走
行
中
に
市
民
が
巻
き
込
ま

れ
る
事
故
・
事
件
を
記
録
す
る
な
ど
、

動
く
防
犯
カ
メ
ラ
の
役
割
を
担
う
こ
と

も
あ
る
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活

用
用
途
を
考
慮
し
、青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
用
車
両
を
含
め
、
公
用
車
も
装
着
数

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
総
務
部
長　

本
市
が
管
理
し
て
い

る
公
用
車
の
装
着
率
は
、
44
・
３
％
で

あ
り
、
で
き
る
限
り
早
期
に
、
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
車
を
含
め
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
装
着
し
た
公
用
車
を
増
や
す
よ

う
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
記
録
映
像
が

市
内
で
起
こ
る
事
件
・
事
故
の
解
決
に

向
け
、
有
力
な
物
的
証
拠
と
し
て
活
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
実
際
に
あ
る
。
さ
ら

に
事
故
映
像
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
向

け
の
安
全
運
転
研
修
で
の
教
材
と
し
て

活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問　

環
境
対
策
。

議
員　

平
成
30
年
の
調
査
で
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
ひ
き
こ
も
り
は
、
61
万
３

０
０
０
人
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
「
８

０
５
０
問
題
」
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
は
、
要

因
や
環
境
が
様
々
で
複
雑
な
背
景
を
抱

え
て
い
る
た
め
、
当
事
者
や
家
族
に
対

し
長
期
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
三

郷
市
と
し
て
も
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
専
門
の
相
談
窓
口
設
置
と
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

し
て
は
、
退
院
の
目
途
が
た
っ
た
こ
ろ

が
望
ま
し
い
が
、
介
護
が
必
要
と
な
っ

て
か
ら
で
も
可
能
で
あ
る
。
申
請
後
、

お
お
む
ね
２
～
３
日
後
に
訪
問
調
査
日

程
に
つ
い
て
の
連
絡
を
行
う
。
調
査
の

際
は
、
普
段
の
困
り
ご
と
な
ど
を
具
体

的
に
お
伝
え
願
い
た
い
。
介
護
保
険
の

支
給
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
度

ご
と
に
、
１
か
月
に
利
用
で
き
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
料
金
の
上
限
値
が
あ
り
、
利

用
料
の
１
割
～
３
割
を
収
入
に
応
じ
て

負
担
い
た
だ
き
、
限
度
額
を
超
え
た
分

は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。「
と
も
に
は

ぐ
く
む
介
護
保
険
」「
介
護
保
険
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
等
を
配
布
し
、
制
度
の
周
知

と
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
す
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

環
境
整
備
政
策
。

三郷市の介護保険ハンドブック

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
は

介
護
は
突
然
訪
れ
る
…

介
護
保
険
制
度
の「
い
ろ
は
」

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

公用車のドライブレコーダー

ひ
き
こ
も
り
支
援
の

相
談
窓
口
設
置
に
つ
い
て

福
祉
部
長

議
員

企
画
総
務
部
長

福
祉
部
長
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

７
月
12
日
に
中
央
１
丁
目
付
近

で
中
型
貨
物
車
と
、原
動
機
付
自
転
車
が

衝
突
し
、原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
て

い
た
か
た
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
故
が

あ
っ
た
。安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、交
通

事
故
の
無
い
安
心
で
安
全
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、道
路
環
境
の
調

査
と
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
安
全
部
長　

こ
の
事
故
を
受
け
、埼

玉
県
警
察
、吉
川
警
察
署
及
び
市
に
お
い

て
、事
故
現
場
の
診
断
、協
議
を
行
い
、既

存
の
外
側
線
へ
の
破
線
の
追
加
や
、「
交

差
点
注
意
」の
路
面
標
示
の
新
設
、道
路

反
射
鏡
の
共
架
金
具
を
改
善
し
、見
通
せ

る
範
囲
を
広
げ
る
な
ど
、事
故
の
再
発
防

止
対
策
を
行
う
。道
路
環
境
の
調
査
、整

備
に
つ
い
て
は
、滋
賀
県
大
津
市
で
の

保
育
園
児
ら
の
列
に
車
が
飛
び
込
ん
だ

事
故
を
受
け
、保
育
施
設
の
散
歩
コ
ー
ス

及
び
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て
緊

急
点
検
を
実
施
し
た
。現
在
、関
係
部
署

と
連
携
し
、各
所
に
お
け
る
改
善
方
法
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、今
後
、緊

急
性
が
高
い
箇
所
か
ら
、順
次
、ガ
ー
ド

ポ
ー
ル
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

議
員　

こ
れ
ま
で
高
次
脳
機
能
障
害
者

と
そ
の
ご
家
族
を
は
じ
め
、支
え
る
側
の

方
々
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
に
市
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
き
た
。よ
り
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、高
次
脳
機
能
障
害

者
を
支
え
る
環
境
の
う
ち「
医
療
と
福

祉
の
連
携
」「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

「
意
思
疎
通
支
援
事
業
」の
３
点
に
つ
い

て
の
現
状
と
今
後
の
展
望
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、こ
の
３
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
支

援
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
か
ら
、地
域
定
着
支
援
に
く
わ

し
い
相
談
支
援
専
門
員
の
か
た
な
ど
か

ら
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
適
切
、

迅
速
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備

を
進
め
る
べ
き
だ
が
考
え
は
。

福
祉
部
長　

入
院
時
に
は
障
が
い
が
判

明
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
、障
が
い
の
特

性
に
応
じ
た
退
院
後
の
支
援
に
つ
い
て

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
医
療

と
福
祉
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
は
、ご

本
人
、ご
家
族
、支
援
者
等
の
ご
意
見
を

踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。「
意
思

疎
通
支
援
事
業
」に
つ
い
て
は
、今
後
、具

体
的
な
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
る
な
ど
適
切

な
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

地
域
活
性
化
施
策
な

ど
。

議
員　

都
市
計
画
道
路
三
郷
流
山
線
及

び
江
戸
川
新
橋
は
、県
道
草
加
流
山
線
の

慢
性
的
な
渋
滞
解
消
と
災
害
時
に
お
け

る
避
難
道
路
と
し
て
、重
要
な
役
割
を
担

う
道
路
で
あ
り
、早
期
開
通
が
北
部
地
域

の
念
願
で
あ
る
。ま
た
、同
時
に
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）フ
ル
イ

ン
タ
ー
化
整
備
事
業
計
画
で
都
市
計
画

道
路
越
谷
流
山
線
に
接
続
す
る
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
計
画
が
示
さ
れ
て
お
り
、

近
隣
住
民
か
ら
は
住
環
境
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
早
め
に
計
画
を
提
示
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。そ

こ
で
、三
郷
料
金
所
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル

イ
ン
タ
ー
化
の
早
期
実
現
と
ア
ク
セ
ス

道
路
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
は
国
に
よ
る
事
業
化
の
採
択
と
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、今
年
度

は
、用
地
測
量
業
務
等
を
実
施
し
、令
和

２
年
度
は
用
地
取
得
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

引
き
続
き
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、適
切
な
時
期
に

住
民
説
明
会
を
実
施
し
、早
期
実
現
に
向

け
事
業
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

公
園
問
題
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル
イ
ン
タ
ー

化
の
早
期
実
現
を

議
員

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

市
長

三郷料金所スマートIC

そ
の
他
の
質
問

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

高
次
脳
機
能
障
害
に
ま
つ
わ
る

施
策
に
つ
い
て

環
境
安
全
部
長

福
祉
部
長
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市
民
生
活
部
長　

①
申
請
後
、
被
保
険

者
の
生
活
状
況
等
を
伺
う
面
談
を
行
い
、

審
査
後
に
減
免
が
決
定
す
る
ま
で
１
週

間
程
度
か
か
る
。
②
院
外
処
方
時
の
薬

代
の
助
成
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に

は
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

福
祉
部
長　

②
事
業
の
対
象
者
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
も
様
々
で
無
保

険
の
か
た
も
い
る
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
中
で
助
成
す
る
に
は
、

実
施
医
療
機
関
ご
と
に
対
象
の
基
準
が

異
な
る
た
め
、
公
的
な
補
助
に
は
様
々

な
課
題
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
相
談
の

内
容
に
応
じ
て
必
要
な
窓
口
や
支
援
制

度
に
つ
な
ぐ
対
応
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
支
援
な
ど
。

議
員　

厚
労
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
度
の
児
童
虐
待
の
相
談
・

通
告
に
対
応
し
た
件
数
は
過
去
最
高
と

な
っ
た
。
埼
玉
県
警
の
報
告
で
は
、
今

年
上
半
期
に
対
応
し
た
児
童
虐
待
は
、

４
２
４
１
件
で
あ
り
、
２
０
１
１
年
以

降
で
最
多
を
更
新
し
た
。
報
道
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
痛
ま
し
い
事

件
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

深
刻
な
ケ
ー
ス
を
教
訓
に
し
た
対
応
が

て
い
る
。
公
立
保
育
所
の
存
続
を
求
め

る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

①
食
事
代
に
つ
い
て
は
全
国
的

に
自
己
負
担
と
す
る
取
り
扱
い
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
の
無
償
化
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
国
や
近
隣
他
市
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。
②
公
立
保
育
所

は
、
本
市
に
お
け
る
保
育
の
基
幹
的
な

施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

民
間
保
育
施
設
と
の
連
携
を
含
め
、
市

内
全
体
の
保
育
の
質
の
向
上
に
と
っ
て

重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質　
　

問　

環
境
問
題
な
ど
。

議
員　

現
在
、
無
料
低
額
診
療
事
業
で

院
外
処
方
箋
が
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、

処
方
箋
を
受
け
て
も
経
済
的
な
理
由
で

薬
が
受
け
取
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
無
料
低
額

診
療
事
業
の
薬
代
は
、
国
保
一
部
負
担

金
の
減
免
制
度
を
活
用
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
減
免
申
請
か
ら
決
定

ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
場
合
、

健
康
・
生
命
に
関
わ
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
①
一
部
負
担
金
の
申

請
に
関
す
る
期
日
は
。
②
薬
代
の
助
成

に
つ
い
て
伺
う
。

一般質問

議
員　

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
無

償
化
が
始
ま
る
。
そ
の
財
源
は
消
費
税

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
待
機
児
童

は
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
。
と
り
残
さ

れ
て
し
ま
う
か
た
を
生
ま
ぬ
よ
う
強
く

求
め
る
。
国
は
年
収
３
６
０
万
円
相
当

の
世
帯
ま
で
は
副
食
費
を
免
除
す
る
が
、

そ
の
境
界
に
近
い
低
所
得
世
帯
へ
の
副

食
費
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
子
育
て

支
援
に
逆
行
す
る
。
全
国
で
少
な
く
と

も
１
０
０
を
超
え
る
自
治
体
で
無
償
に

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
①
保

育
所
の
給
食
は
食
育
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

給
食
費
の
無
償
化
の
検
討
を
求
め
る
が
、

見
解
は
。
②
自
治
体
が
運
営
す
る
公
立

保
育
所
の
廃
園
・
民
営
化
が
懸
念
さ
れ

求
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
親
に
よ
る

子
ど
も
の
体
罰
を
禁
止
す
る
「
改
正
児

童
虐
待
防
止
法
」
を
施
行
す
る
と
し
て

い
る
が
、
家
族
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
体

罰
に
頼
ら
な
い
子
育
て
方
法
や
生
活
状

況
や
年
齢
の
変
化
に
応
じ
た
支
援
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
伴
走
型
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

市
で
は
、
児
童
虐

待
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
把
握
で
き
る

よ
う
、「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
や

「
未
就
園
児
等
全
戸
訪
問
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
子
育
て
支
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み
」、
市
内
９
か
所

の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
つ

ど
い
の
広
場
」
で
は
、
子
育
て
な
ど
の

相
談
を
受
け
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

公
共
施
設
な
ど
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
と

給
食
費
に
つ
い
て

無
料
低
額
診
療
事
業

薬
代
の
助
成
を

児
童
虐
待
は
早
期
発
見
と

伴
走
型
支
援
の
継
続
を

そ
の
他
の
質
問

保育園の給食（おかず）

議
員

議
員

そ
の
他
の
質
問

市
民
生
活
部
長

議
員

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
未
来
部
長

子育て支援ステーションほほえみ

福
祉
部
長

市
長
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きらりとひかる田園都市みさと

こども司書による読み聞かせ

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

①
二
郷
半
用

水
緑
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、現
在
、

業
者
に
委
託
し
、お
お
む
ね
年
２
回
実
施

し
て
い
る
。市
職
員
に
よ
る
草
刈
り
を
実

施
す
る
な
ど
、適
正
な
管
理
に
努
め
て
い

く
。

建
設
部
長　

②
池
の
調
査
を
実
施
し
、構

造
の
改
善
な
ど
方
策
を
検
討
す
る
。③
現

状
で
は
道
路
幅
員
な
ど
認
定
基
準
に
満

た
な
い
私
道
が
多
く
、市
道
と
し
て
認
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。今
後
、地
域

の
総
合
的
な
状
況
を
踏
ま
え
、調
査
、研

究
し
て
い
く
。

他
の
質
問　
　
　

市
政
に
つ
い
て
な
ど
。

議
員　

日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
を
標ひ

ょ
う
ぼ
う榜

し
て
い
る
割
に
は
市
立
図
書
館
の
書
籍

数
は
少
な
く
、新
書
も
少
な
く
、教
育
、文

化
、教
養
の
礎
と
し
て
の
図
書
館
の
魅
力

を
感
じ
な
い
。地
方
で
も
図
書
館
を
駅
近

く
に
設
け
て
い
る
自
治
体
も
多
く
、ま

た
、本
は
買
う
よ
り
も
、借
り
や
す
さ
や

返
し
や
す
さ
が
優
先
さ
れ
る
。三
郷
中
央

駅
の
駅
前
広
場
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
複
合
ビ

ル
を
建
築
し
、上
層
階
に
は
図
書
館
を
は

じ
め
、飲
食
店
、生
活
用
品
の
店
舗
等
を

議
員　

二
郷
半
用
水
緑
道
は
、多
く
の
市

民
に
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
愛
さ
れ
て
い

る
。現
在
で
は
、高
齢
者
用
健
康
器
具
の

設
置
や
休
憩
所
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
、夜
間
は
木
々
を
照
ら
す
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
さ
れ
、よ
り
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
整

備
が
な
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、９
月
ご

ろ
は
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
。①
草
刈
り
は
、年
３
回
以
上
行
い
整

備
す
べ
き
で
は
。②
二
郷
半
用
水
の
最
下

流
部
の
池
に
つ
い
て
、ヘ
ド
ロ
回
収
を
。

③
戸
ヶ
崎（
大
道
西
）の
私
道
に
つ
い
て
、

抜
け
道
と
し
て
交
通
量
も
多
い
路
線
は

市
道
に
す
る
な
ど
対
策
を
。

草
刈
り
は
年
に
最
低
３
回
を

日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
Ｐ
Ｒ
と

目
玉
政
策

入
居
さ
せ
、便
利
な
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。ま
ち
の
成
熟
と
と
も
に
、児
童
か
ら

高
齢
者
に
も
対
応
し
た
図
書
館
を
目
指

し
、第
５
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
み
、早

期
の
実
現
を
望
む
が
市
の
考
え
は
。

教
育
長　

近
年
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
、「
三
郷
市
図
書
館

ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
」の
利
用
が
大
き

く
伸
び
、予
約
全
体
の
約
７
割
を
超
え
る

状
況
で
あ
る
。こ
の
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、本
年
８
月
に
三
郷
中

央
に
お
ど
り
プ
ラ
ザ
内
に「
予
約
図
書
受

取
カ
ウ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
た
。今
後
は

予
約
図
書
受
取
カ
ウ
ン
タ
ー
を
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
、引
き
続
き
既
存

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、さ
ら
な
る
充
実
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

人
口
問
題
な
ど
。

議
員　

先
ご
ろ
の
イ
ベ
ン
ト
で
ブ
ッ
ク

エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

を
達
成
し
た
が
、「
こ
れ
が
日
本
一
な
ん

だ
！
」と
い
う
よ
う
な
目
玉
政
策
と
し

て
、例
え
ば
、読
書
通
帳
の
導
入
、ふ
る
さ

と
納
税
の
使
途
に
読
書
行
政
を
追
加
、学

校
と
の
強
力
な
連
携
、に
ぎ
わ
い
創
出
型

新
た
な
中
央
図
書
館
の

設
置
に
つ
い
て

図
書
館
の
建
設
な
ど
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

生
涯
学
習
部
長　

目
玉
政
策
に
つ
い
て

は
、現
在「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
宣
言
」

に
基
づ
い
て
、４
か
月
検
診
時
に
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、子

ど
も
司
書
の
育
成
、秋
の
読
書
ま
つ
り
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、読
書

ノ
ー
ト
の
配
布
、大
人
の
た
め
の
お
話

会
、高
齢
者
の
か
た
に
思
い
出
を
語
っ
て

い
た
だ
く
会
な
ど
、各
世
代
を
対
象
と
し

た
読
書
事
業
を
実
施
し
、日
本
一
の
読
書

の
ま
ち
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。今
後
も
、他
自
治
体
の
取
り
組

み
事
例
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
、研

究
し
て
い
く
。

他
の
質
問　
　
　

災
害
対
応
に
つ
い
て

な
ど
。

議
員

そ
の
他
の
質
問

建
設
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

生
涯
学
習
部
長

二郷半用水沿いの緑道

一般質問

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

議
員

教
育
長

みさと市議会だより  第179号
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議案トピックス

議案第50号　令和元年度三郷市一般会計補正予算（第３号）

◇補正予算に盛り込まれた主な事業◇

内容�　廃止が予定されている民間バス路線につ
いて、市が運行を業務委託することにより
継続を図るため彦成地区の路線バス確保維
持事業を実施する。総額２億7000万円（令
和６年度までの債務負担を含む）。

Q　今後のスケジュールと事業の経緯を詳細に。
A�　10月中に法定協議会である三郷市地域公共
交通活性化協議会に、次期バス事業者の具体
的運行の内容を報告した後、関東運輸局に許
可申請を行う予定である。新たに運行する路
線バスの便数や時間帯などの具体的な内容に
ついては、今後、次期バス事業者と協議をし
ていく。

Q�　バスの本数、最終便含む時間帯、コース、
料金などについて、委託業者に要望できるの
か。
A�　現在は始発便が三郷駅・新三郷駅５時55分
発であり、最終便が三郷中央駅20時18分発と
なっている。市民の生活スタイルからすると、
もう少し夜遅い時間まで増やした方がいいと
考える。こういった具体的な内容を今後協議
する。最低ラインとしては、既存の本数であ
る1日当たり19.5便を確保できるよう時刻表を
作成し、さらに企業努力で増やしていけるよ
う協議の中で決めていきたい。まずは既存の
バス路線を守るということから、事業名を「路
線バス確保維持事業」としている。

Q�　バス事業は最初の５年間は業務委託で行う
のはよいとして、５年目以降はどうするのか。
A�　バス事業者が企業努力で自主運行をできる
ように指導していきたい。

内容�　当初予算よりも補助申請件数が増えたこ
とに伴う、増額補正（300万円）。

Q　増額の理由と事業の実績について詳細に。
A�　当初予算で見込んでいた10件の補助件数に
対して、通学路沿いが９件、緊急輸送道路沿
いが１件、計10件の申請を受け付け、危険ブ
ロック塀等の改修などを進めている。市民の
かたから、さらに９件の問い合わせをいただ
いていることから、今後の申請等に対応でき
るよう予算を増額補正するものである。

Q　危険箇所を解消するための対策は。
A�　危険箇所の解消対策としては、事前調査に
おいて通学路で47件、緊急輸送道路で44件を
把握していることから、所有者への戸別訪問
を随時実施している。

内容�　温室効果ガス排出削減目標の達成や災害
防止等を図るため、森林整備等に必要な地
方財源を安定的に確保する観点から創設さ
れた森林環境税を財源として、国から譲与
されるもの。市では全額（525万円）を公
共施設整備基金に積み立てる。

Q�　令和６年度から個人住民税に1,000円が課税
される森林環境税について、法律等が定める
年限はあるのか。また、その使い道について
の周知はどのように考えているのか。

A�　森林環境税については、税額が1,000円であ
り、年限についての情報は今のところない。
また、森林環境譲与税の使途については、学
校校舎の木質化などの財源にすることが想定
される。周知についてはインターネットなど
を利用して適切に行いたい。

トピックス

路線バス確保維持事業
ブロック塀等の安全確保事業

森林環境譲与税(歳入)

幸房小学校図書室

JR三郷駅南口バスロータリー
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きらりとひかる田園都市みさと

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派

議
　
　
　
　
　
案

39 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○

40 三郷市会計年度任用職員の報酬等に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

41 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

42 三郷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

43 三郷市印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

44 三郷市ふれあい館設置及び管理条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

45 三郷市地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

46 三郷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

47 三郷市公共下水道使用料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○

48 三郷市建築基準法の規定に基づく建築物の建築等に係る確認申請手数料等の徴収に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

49 三郷市水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

50 令和元年度三郷市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

51 令和元年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

52 令和元年度三郷市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ × ○

53 令和元年度三郷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

54 令和元年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

55 平成30年度三郷市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○

56 平成30年度三郷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○

57 平成30年度三郷市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○

58 平成30年度三郷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○

59 平成30年度三郷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○

60 平成30年度三郷市上水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分及び決算認定について
可決
及び
認定

○ ○ ○ × ○

61 教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

62 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

９月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対

※このほか報告24件が提出されました。

※議長は採決に加わっていません。

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ⑺ 菊名　裕（議長）、岡庭　明、市川　文雄、加藤　英泉、
柳瀬　勝彦、柴田　吾一、渡邉　雅人

政志会⑸ 篠田　進、武居　弘治、佐藤　裕之、佐々木　修、野村　浩之

公明党⑸ 酒巻　宗一、中野　照夫、鈴木　深太郎、佐藤　睦郎、
鳴海　和美

日本共産党⑷ 稲葉　春男、工藤　智加子、佐藤　智仁、深川　智加
市民派クラブ⑴ 村上　香代子

審議結果と賛否

みさと市議会だより  第179号
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議会を傍聴しませんか、人事案件、表彰

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は、議会活動に触れる最も身近な方法です。
　本会議や委員会では、市民の皆様の生活に直接関わ
る重要な問題について、活発な議論が交わされますの
で、市政への理解を深めていただくためにも、市議会
の傍聴をしてみませんか。

お問い合わせ　議会事務局　　☎048(930)7768

Ｑ．�議会を傍聴したいのですが、どのような手続きをするのですか。
Ａ．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。通常は午前10時から会議が開かれますので、

７階傍聴席入口で住所・氏名を記入してから傍聴してください。
　　�なお、委員会の傍聴は委員長の許可が必要となり、６階議会事務局で受付します。
Ｑ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。 
Ａ．�車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。

傍聴のルール
⑴�騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり、迷惑とな

るような行為をしないでください。
⑵みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでください。
⑶携帯電話・カメラ・録音機等は使用できません。（電源オフ）
⑷飲食または喫煙をしないでください。
⑸�その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害となるような

行為をしないでください。
※�傍聴されるかたは、すべて議長、または係員の指示に従って

ください。

※次回の定例会は12月に開かれます。10時から開会となります。

議会傍聴Ｑ＆Ａ

令和元年12月定例会の日程表
月日 曜日 会議別
12月２日 月

本会議
12月４日 水
12月５日 木 委員会
12月10日 火

本会議
（一般質問など）

12月11日 水
12月12日 木
12月13日 金

※�正式には、市長の招集告示を受け、
議会運営委員会を経て、開会日の
本会議で決定します。

▽�

教
育
委
員
会
教
育
長
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

 

有あ
り

田た　

る
み
子 

氏

（
早
稲
田
五
丁
目
）

▽�

教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

 

椎し
い

貝が
い　

明あ
き

子こ 

氏

（
東
町
）

人事案件
　全国市議会議長会及び埼玉県市議会議長会の定期総会において、
永年勤続議員として、地方自治の伸長発展、市政の向上振興に貢献
された功績に対して、表彰されました。

永年勤続議員表彰

稲
いな

葉
ば

　春
はる

男
お

全国市議会議長会（議員歴35年）
埼玉県市議会議長会（議員歴35年）

岡
おか

庭
にわ

　明
あきら

全国市議会議長会（議員歴25年）
埼玉県市議会議長会（議員歴25年）

再再
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きらりとひかる田園都市みさと臨時会、委員会構成

議
長
に

副
議
長
に
菊き

く

名な

　
　
裕ゆ

た
か  

議
員

村む
ら

上か
み

香か

代よ

子こ  

議
員

　

第
１
回
臨
時
会
は
、議
案
第
38
号

「
町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
こ
と

に
つ
い
て
」の
審
議
を
は
じ
め
、議

会
人
事
と
し
て
議
長
選
挙
、副
議
長

選
挙
、常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
議

員
と
し
て
、菊
名
裕
議
員
に
代
わ
り

加
藤
英
泉
議
員
を
新
た
に
指
名
推

選
し
ま
し
た（
篠
田
進
議
員
と
酒
巻

宗
一
議
員
は
継
続
）。

　

こ
の
組
合
は
、越
谷
市
、草
加
市
、

八
潮
市
、吉
川
市
及
び
松
伏
町
で
組

織
し
、し
尿
処
理
場
、ご
み
処
理
場

の
設
置
及
び
そ
の
管
理
に
関
す
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
も
の
で
す
。

　

江
戸
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議

員
と
し
て
、柳
瀬
勝
彦
議
員
、佐
藤

睦
郎
議
員
、佐
藤
智
仁
議
員
を
新
た

に
指
名
推
選
し
ま
し
た
。

　

こ
の
組
合
は
、三
郷
市
、春
日
部

市
、松
伏
町
及
び
吉
川
市
で
組
織

し
、江
戸
川
右
岸
の
水
防
に
関
す
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
も
の
で
す
。

菊
名　

裕
…
12
票

武
居
弘
治
…
10
票

村
上
香
代
子
…
12
票

無
効
…
10
票

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
議
員

江
戸
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

議
案
と
結
果

議
長
選
挙
の
開
票
結
果

副
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

第１回臨時会 正副議長を選出  ８/7

号

件         

名

結
果

議案
38
町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る

こ
と
に
つ
い
て

全
議
員

賛
成

選挙
２
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

投
票

３
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

投
票

４
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会

議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

指
名

推
選

５
江
戸
川
水
防
事
務
組
合
議
会

議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

指
名

推
選

選任
１
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

指
名

２
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

指
名

委員会の構成員が変わりました
　
三
郷
市
議
会
に
は
、

議
会
運
営
委
員
会
、常

任
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、任
期
は
２

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
各
委
員
を
そ
れ

ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
審
査

内
容
と
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

市
民
福
祉常任

委
員
会

建
設
水
道常任

委
員
会

文
教
経
済常任

委
員
会

　
議
会
運
営
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
、定
例
会

や
臨
時
会
の
会
期
日
程

や
会
議
の
進
め
た
方
の

ほ
か
、議
長
の
諮
問
事

項
を
協
議
し
ま
す
。

　
総
合
政
策
、財
政
、市

税
、情
報
公
開
、男
女
共

同
参
画
、消
防
、他
の
常

任
委
員
会
に
属
さ
な
い

も
の

　

住
民
記
録
、国
民
健

康
保
険
、福
祉
政
策
、介

護
保
険
、子
育
て
支
援
、

健
康
づ
く
り
な
ど

　
道
路
、河
川
、上
下
水

道
、都
市
デ
ザ
イ
ン
、公

園
、区
画
整
理
、ま
ち
づ

く
り
な
ど

　

学
校
教
育
、生
涯
学

習
、環
境
、交
通
対
策
、

防
災
、商
工
観
光
、農
業

な
ど

◎
岡
庭　
　

明

○
市
川　

文
雄

　

加
藤　

英
泉

　

篠
田　
　

進

　

佐
藤　

裕
之

　

酒
巻　

宗
一

　

中
野　

照
夫

　

工
藤
智
加
子

◎
稲
葉　

春
男

○
柴
田　

吾
一

　

菊
名　
　

裕

　

武
居　

弘
治

　

佐
々
木　

修

　

鈴
木
深
太
郎

◎
工
藤
智
加
子

○
柳
瀬　

勝
彦

　

佐
藤　

裕
之

　

酒
巻　

宗
一

　

鳴
海　

和
美

　

村
上
香
代
子

◎
加
藤　

英
泉

○
佐
藤　

智
仁

　

岡
庭　
　

明

　

野
村　

浩
之

　

中
野　

照
夫

◎
市
川　

文
雄

○
渡
邉　

雅
人

　

篠
田　
　

進

　

佐
藤　

睦
郎

　

深
川　

智
加
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議会あれこれ

議
長・副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

「
開
か
れ
た
議
会
」を
め
ざ
し
て

　

市
民
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、私
た
ち
は
８
月
７
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
三
郷
市
議
会

の
第
37
代
議
長
、第
36
代
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
上
な
く
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。議
会
の
代
表
と
し
て
公
正
か
つ
円
滑
な
る
議
会
運

営
と
市
政
発
展
に
全
身
全
霊
を
傾
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、活
発
な
議
論
を
行
い
、開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
は
、一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

議　 長
菊名　　裕

副議長
村上香代子

○９月定例会では、陳情２件を受理しました。

○�９月定例会では、「三郷早稲田北部地域拠点整備
対策」「三郷南部地域拠点整備対策」「三郷インタ
ーチェンジ周辺対策」「三郷中央地区周辺対策」の
４つの特別委員会を設置しました。

○�公明党三郷市議団…10月23日に新潟県魚沼市の
「行政ポイント制度」、24日に燕市の「特色ある教
育施策」、25日に新潟市の「新バスシステム」につ
いて。

○�政志会…10月30日・31日に高知県高知市で開催さ
れた第14回全国市議会議長会研究フォーラムに
参加しました。

○�「三郷中央地区のまちづくり」について…７月23
日に茨城県つくば市議会都市建設委員会。

○�「日本一の読書のまち推進事業・動物の愛護及び
管理条例に関する条例」について…８月22日大阪
府豊中市議会議員。

○�「日本一の読書のまち推進事業」について…10月
７日に千葉県香取市議会福祉教育常任委員会、10
月８日に長崎県大村市議会みらいの風。

○�「防災対策」について…10月７日に福島県西会津
町総務常任委員会。

視察研修を行いました

他市からの行政視察がありました

陳情を受理

特別委員会の動き

15
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交通網
中央在住　40代　会社員

　三郷市は市内に鉄道の駅が３駅も
あり、どこへ行くにも便利です。私
は身体の事情により車を運転するこ
とができないので、電車で都内へも
すぐ出ることができる三郷市は大変
便利だと感じます。町並みも落ち着
いており、子育てや老後の生活には
最適な環境で、大変住みやすく思っ
ています。しかしながら、ひとつ欠
点を挙げるとするならば、バス路線
が充実していないことです。駅周辺
の施設に行く際は問題ありません
が、駅から離れた施設などに行く際
に、車でないと行きづらく感じます。
市内のいたる所へ行くことができる
ようにバス交通が充実し便利になっ
てほしいと心から思います。

本を楽しめる環境作りに期待します
戸ヶ崎在住　40代　主婦

　読み聞かせボランティアを長く
やっています。子ども達に接すると
逆に元気をもらえて毎回楽しみです。
絵本を読み聞かせることで、子ども
達に夢や希望、本の面白さを伝えら
れたらと思います。三郷は「ブック
スタート」や、「ランドセルブックよ
もよも」などを通じて、読書に親し
む習慣を小さい頃から与えているこ
とは素晴らしいことだと思います。
本は主に市内の図書館を利用してい
ますが、なかなか良い本が見つから
ないときは足を延ばして水元や金町
駅前の図書館に行きます。市内で大
きな図書館が近くにないことが不便
かなと思います。子ども達も大人も
本を手に取って楽しめる図書館が近
くにあればと思います。

み
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と
市
議
会
だ
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きらりとひかる田園都市みさと

この議会だよりは地球にやさしい再生紙と植物油インクを使用しています。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
で
、
市

議
会
だ
よ
り
が
身
近
な
も
の
に
な
る
よ
う
、

編
集
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議

長

副
委
員
長

委
員
長

委

員

委

員

菊
名
　
　
裕

深
川
智
加

柴
田
吾
一

野
村
浩
之

鳴
海
和
美

編集委員会新メンバーをご紹介します

シルバー元気塾特別講座


